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まえがき

　本書は中村天風が遺した教えの大事なところをご紹介するのを目的にしている。
　インドのヨガ哲学をベースに創見された教えは天風哲学として評価され、多くの各界の著名人がその門下に入っているし、ま
た最近では、天風の講演録などを読んだ人たちによって「天風の教え」が再評価されているが、ただ天風の著書を読まれた人は
あまりおられないと思う。
　そこで是非とも読んでほしいのは『真人生の探究』、『研心抄』、『安定打坐考抄』の三冊である。しかし、『真人生の探究』につ
いては既に『中村天風の名言』（宝島社新書）で内容の解説を済ませているので、本書では残りの二冊の主要部分の内容と、かつ
て天風が真理瞑想行（天風式坐禅行）の中で説いた誦句（宇宙真理のエッセンス）の要点を紹介することにした。
　『研心抄』の内容は、『真人生の探究』の「心」に関する部分をさらに掘り下げ、精神作用に関する哲学的な解説をしたもので
ある。本書ではその主要部分を第二、三、四章に分けて取り上げていく。
　次に『安定打坐考抄』では、天風が考案した坐禅法（安定打坐法）と一般的な禅行との比較検討に加え、一般に言う「悟り」
について詳述しているので、これを第五、六章で述べていく。
　従ってこれらの書の内容を理解できてこそ、天風哲学の真髄に触れることになるが、とりわけ注目してほしいのは、両書に載っ
ている「人間の真の本質」についての記述部分である。
　そして第七、八章で紹介している “誦句” というのは、天風がインドのヨガの聖地の岩肌に刻まれた宇宙真理についての文言
を参考に、自身の悟りに基づく思索内容を文章化したもので、これを唱えることにより真理が暗示となって潜在意識領へと注入
されることになる。
　人は初めての事柄に出会うと、往々にして自分の経験や知識を物差しにしてそれを理解しようとする。そしてその物差しで測
れないと、本当かな？ と疑い、そんなはずが？ と否定しがちだが、経験や知識を持ち出しさえしなければこうはならない。そこ
でいみじくも天風は、「私の話を聴くときは、頭の中を空っぽにしないとダメだ」と言ったが、それは自身が悟り得た宇宙真理を
私たちの本心の在り処でもある潜在意識領に注ぎ込むのに、中途半端な経験や知識が邪魔をすることを確信していたからに違い
ない。
　とはいえ、ページをめくっていかれると、恐らく「こりゃあ難しいや」と思われるだろうが、でも何とか努力して読破してほ
しい。「天風の教えの本当のところ」が解っていくと、それにつれて「あれ、前とは変わってきたぞ」と思えるように必ずなれる
からである。

今川得之亮
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